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１．はじめに
沖縄の近代史には，本土には存在しない「旧慣温存政策」が実行されていた，「旧慣温存期」と呼
ばれる過渡期が存在する。1880年（明治 12）の琉球処分による沖縄県の成立から，およそ 1905年（日
露戦争終了）前後までの時期である。（分野・地域によって期間の終了は異なる。）明治政府は，1879
年（明治 12）の琉球処分以来，急激な同化政策を進めたが，その一方で経済・社会上の諸政策（自治・
租税・行政組織等）は旧琉球王国及び琉球藩時代のあり方（旧慣）を変えないで置くという二重政策
を採用した。その二重政策は「旧慣温存」と呼ばれ，明治期沖縄を規定する大きな特徴とされている。
その政策は，沖縄近代史を把握するときの最大争点のひとつであり，同化政策の面を強調するか，旧
慣温存の面を強調するか，その力点のおき方によって歴史認識は大きく変わると言っていい（１）。
旧慣温存期の青年団体のあり方を問題とするということは，とりもなおさず沖縄の青年団体の近代
と前近代の接続部のあり方を対象として取り上げることに他ならない。本論では，よく言及される割
には実態がまだよく分かっていない，この時期の沖縄の青年団体のあり方を考察し，そのあり方が近
代以降の青年団体にどのような影響を与えているのかを解明することを目的とする。
２．旧慣温存期の沖縄社会
最初に，青年団体のあり方に言及する前に，その社会的背景である旧慣温存期について簡単に素描
しておきたい。この時代の歴史的背景を的確に把握することの困難さが，沖縄におけるこの時代の青
年団体の研究の桎梏となっていることは間違い無いからである。
旧慣温存政策は，急激な本土との一体化が困難であった沖縄の独自性・自立性をある程度まで認め
るという，現地事情を考慮する側面を持っていたが，そのことはまた即，差別にも直結した。先ず，
沖縄ではこの時期，本土で施行された市町村制度が適用されず，琉球王国以来の地方行政組織である
「間切制度」を残すことになった。明治政府の敷いた学制や，教育法規，議会制度は「市町村制度」
の適用されている地域にのみ適用されたため，「間切制度」の沖縄と北海道は「成規外」として適用
の対象外にあった（２）。その意味では，沖縄研究を植民地研究として立ち上げる必要性も，この時期に
関しては理解できる（３）。本土では地租改正（1873（明治 6）－79（明治 12））として実行された土地・
租税制度の近代化は，沖縄では 1899年（明治 32）に着手され，1903年（明治 36）に終わる。また，
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他府県では 1878年（明治 11）に発足した県議会が沖縄に生まれるのは 1909年（明治 42）である。
教育もまた，本土とは相当異なった状況に置かれていた。明治初期から中期まで，本土から持ち込ま
れた近代的教育システムは沖縄の地に根付くことは難しく，就学率は極めて低い水準に留まった。か
つて，旧琉球王国の支配層には，初等教育（村学校）・中等教育（平等学校）・高等教育（国学）とい
う，儒学を中心とした教育システムが存在していた。特に日清戦争で清国が敗北する以前の段階では，
頑固党等のように日清両属体制を望む者も多く，日本本土から移植された教育システムをそのまま受
け入れる基盤はそこにはなかった。例えば，当時少年であった東恩名寛惇は，当時を回想して次のよ
うに述べている。「私等の時代から那覇の小学校が開かれて，学校所（旧琉球王国以来の「村学校」
のこと……筆者注）に出た経験はなかったが，『ハト』『ハナ』の教科書などはどの学校でも見くびっ
て内々漢籍などを教へたもので，村に講談でもできる人は沢山はなかったから，他村の二
ニ セ
才共が，朱
註を懐にして祖父の許に通ふ者が少なくなかった」（４）。このような状況のなかで，明治政府も琉球王
国以来の村学校などを一部残さざるを得なかった。沖縄の教育学者である安里彦紀もこの頃の教育界
の姿を次のように総括している。「首里・那覇のごときは，村学校の復活以来，旧式の教育が盛んで，
生徒はもちろん，父兄も，新学校の教育を，仮名文字の教育として軽侮し，士族の伝統的教育内容で
ある漢学を尊重し，小学校に就学した者でも，家へ帰ると『学斉』によって，漢籍の教育を受けると
いう状態であった」（５）。また，特に 1895年（明治 28）に日清戦争が終結するまでは，小学校の教員
は殆ど本土出身者によって固められており，師範学校出身者もほとんどいないような状態であった。
「旧慣」を認めるということは，沖縄の「特別扱い」を認めるということであった。その背景のもとで，
本土との言語間距離の大きい沖縄に，独自の「会話」という教科が置かれ，また，「県立一中ストラ
イキ事件」の原因となったような英語授業の廃止計画も存在し得た。英語の廃止とは，上級学校への
進学が不可能になることを意味していた（６）。
上記したように，支配層には本土から輸入された教育への異和感があった。また，農民層の多くは，
貧しくて学校に通えないという実態もあった。日清戦争終了後の 1986年（明治 29）においてさえ，
漸く 30％台に届く程度の就学率の低さ（本土の半分以下）は，中央集権的支配体制を貫徹しようと
していた明治政府にとっても，問題になりつつあった。なんといっても，1898年（明治 31）には沖
縄にも徴兵令が施行されるのである。特に，言語の不通は大問題であった。ここに，本論の研究対象
である，伝統的な青年団体が活躍する素地と契機が存在した。
沖縄のシマ社会（沖縄では字・集落のことをシマと呼ぶ。）には，旧琉球王国の時代から，二
ニセージュリー
才揃・
二才連中・若者連中などと呼ばれる伝統的な青年団体が存在していた。（ここでは便宜的に，頻繁に
使用される「二才揃」という呼称を使用する。）琉球処分後も残された昔ながらの青年団体は，村の
自治を担い，風紀を取り締まった。この時期，彼らとその後身の青年会は，十分に普及しない学校教
育の隙間を縫うように，各地で不就学者を対象とした夜学会を開催した。
「明治 19年（1886），久米島で夜学の風紀の取り締まりを目的に初めて青年夜学会と称するものが
設置された。続いて，同 29年（1896），慶良間諸島に座間味青年夜学会が設置され，その後は各村に
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設置。特に，日露戦争後は有識者や県による指導督励がなされ，同 42,3年（1909，10）頃までには，
ほとんど県下一般に設置された」（７）。「夜学会」は，行政が直接始めたものではないため，組織のあり
方などもバラバラであるが，琉球王国時代の村役人養成機関である「筆算稽古所」の施設の跡を利用
したものが多いようだ。明治期沖縄の青年団体研究の分野の代表的な先行研究である玉木園子の論考
は，この時期の夜学会自体をひとつの過渡的な青年団体とみなしている（８）。そして，徴兵令との関
係で，上から押し付けられたものと捉えることを一面的であると批判し，青年たちの向上心が契機と
なっていることを論じている。
夜学校の中ではかなり近代的な組織化が進んだ例であるが，佐敷村の例でみると，「組織・設備に
関しては青年会長，教授に関しては小学校長の指揮監督下に，各字を事務所にして設けられていた。
学科は修身・国語・算術の三科，一回 2,3時間の授業を週 2回行った。そして，教科書は青年会が自
らの手で編纂し，一部拾参銭で配布していた」（９）。
「夜学会」は自然発生的なものであり，農閑期（9～ 12月頃）を利用してのみ開かれる村も多かった。
「各字に字配置教員を置いて，それに補修学校教員とか夜学教員とか，字配置教員と云ふ名義を附し」
手当てを支給した例もある（10）。
いずれにしても，夜学会の活動が，シマ（字）を基盤としたものであったことは確認しておいた方
がいい。夜学会は，明治期の沖縄の青年団体が行った諸活動のなかで，代表的なもののひとつである
が，「旧慣温存期」のなかでは後期から末期の時期に現出した活動である。この時期の青年団体のあ
り方も，夜学会のあり方も，自然発生的なものであるが故に多様性が甚だしく，全貌を把握すること
には困難を伴う。しかし，沖縄の青年団体にとって，「旧慣温存期」がいつ終了して次の時代に移っ
たかということに関しては，かなり明確に規定できる。1910年（明治 43）に起こった，政府を震撼
させた徴兵忌避事件である本部事件（11）がひとつの契機となり，県は青年団体の組織化と統制に力を
入れるようになる。それが，同年の県訓令による「青年会婦女会設置標準」の制定である。その前
年の，文部省・内務省の青年会奨励に沿った施策でもあった。だが，その時点ではまだ，沖縄の青年
会が担っていた自治・産業・納税などの活動は奨励されていた。そして 1916年（大正 5），それまで
本土の青年団体とはかなり異なった活動実態を有していた沖縄の青年会の役割は，文部・内務省両訓
令，次官通達に適合するように，「修養機関」（通俗教育・社会教化）に限定され，事業などが切り離
されて本土並みの青年団へと変貌する。後述するように，各シマの内部では本当は違った面が残って
行くのだが，基本的にはこの時期以降は，本土の青年会・青年団と軌を一にした歴史のなかに投げ込
まれたといっていい（12）。もちろん，それは組織的な天皇制イデオロギーの教化機関でもあった。沖
縄の青年団体における「近代」はここに始まった。
３．「二才揃」と青年会
私たちには，社会や文化のあり方を考察する際，「近代」と「前近代」を断続的なものとして切り
離して取り扱う習性がある。だがこの習性は，「近代」とも「封建時代」とも言えない，旧慣温存期
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という過渡期（グレー・ゾーン）を有する沖縄を対象にして考えるとき，必ずしも妥当なものといえ
なくなる。どのような分野においても，本土において普遍的であるとされる時代区分を，沖縄に当て
嵌めるときには注意が必要なのではないだろうか。
例えば，先述した玉木園子の「沖縄の青年会……夜学会から沖縄県青年会まで」は，田沢義舗によ
る青年団の動向の時代区分を踏まえて論を始めている（13）。明治初年から日清戦争の頃までの混乱時
代（第一期），日清戦争から日露戦争までの復活時代（第二期），日露戦争後から大正四年までの「地
方改良」の思想に指導された時代（第三期），大正四年の青年団に関する政府訓令以降，という時代
区分である。第三期・第四期は，旧慣温存期がほぼ終了した時代であり，沖縄の「特別扱い」が終わっ
ていた時期である。社会教育史においても，本土同様に記述されて当然である。しかし，筆者が問題
にするのは，第一期の「混乱時代」という規定である。その規定が，日本の諸法規の外部に置かれて
いた沖縄社会にそのまま妥当するとは思えない。本当にその時期の沖縄の青年団体は，田沢が規定し
たように混乱し，「停滞・衰退」（玉木の記述）に陥っていたのであろうか。
沖縄の社会教育史上，沖縄社会に旧来より存在した，二才揃等の伝統的青年団体が果たした役割の
大きさは，概ね共通認識となっていると言っていい。『沖縄県史　4』には次のようにまとめられてい
る。「彼らは『二才揃』などという集団をつくり，二才頭という統率者をおいて，村の規範に従い，
村の自治（それはきわめて形式的なものもあったようだが）に参加し，風俗，作物の取り締まり，盗
難，火災，行旅人，ミヤラビなどの締りにあたっていた。また村の行事（綱引等）の運営にも参加し
ていた。これらは，地方によって多少の差異があったが，県政初期の『旧慣』温存政策の中で，県政
期にもちこされ，根強く農村生活のなかに生き続けたのであろう。一方，農民の側も，従来から保持
してきた内法（後述。間切村内法のこと……筆者注），あるいは『二才揃』などを通して，県当局の
示す方針を農村生活の中に吸収していったのであろう。『夜学校』などがいち早く生まれ，『青年会』
などが自主的に組織されたことは右のような素地があったからだと思う」（14）。近代以降，極めてス
ムーズに青年団が立ち上げることができたのは，二才揃等の存在故であるという記述は，市史などに
もよくみられる（15）。そうであるならば，明治期とほぼ重なる旧慣温存期の青年団体の状態は，決し
て本土のような「停滞，混沌」などではなく，その末期には「青年会」を自称する集団をも生みだし
ながら，活発に活動していたと見做すほうが妥当なのではあるまいか。
さらにまた，本土の青年組織と同時期の沖縄のそれとの相違を考えれば，田沢の時代区分を沖縄に
そのまま当て嵌めることの無理が明確になるはずである。
実は，日露戦争を前後する明治後期に青年団体の大きな変遷が見られるのは，全国共通の現象であ
る。多くの府県では，江戸時代の農漁村の「若者組」は，明治中期には「青年会」に，明治後期には
「青年団」へと改組改称されて行く（16）。ただ，明治期に入ってからの青年組織の性格の変化について，
田中治彦は次のように述べている。「子どもたちは小学校へ行くようになり，昔のように若者組で知
識を身につける必要がなくなる。警察・消防の行政組織ができ，若者組が担ってきた夜警，治安維持，
消防の機能は消滅ないしは減少する。結局，若者組に残されたのは祭りと社交の場だけであり，酒や
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賭博の場となる若者組もあった。若者組の退廃状況は西村茂樹，徳富蘇峰らが等しく指摘するところ
であった」（17）。田沢が「混乱時代」と定義し，玉木がそれを受けて「旧来のムラの青年集団『若者組』
が停滞，衰退の状態に陥った第一期」（18）と述べた状況は，そのような退廃状況のことを指していると
思われる。
これに対し沖縄では，旧琉球王国以来の二才揃等の青年組織の活動は，「旧慣温存政策」の下に県
政期に入っても持ち越された。本土では活動範囲から外された，夜警や治安維持等の村の自治への参
加が県内では継続し，先に県史で引用したような活動が続けられた。砂糖黍畑の開墾や，道路工事に
携わるのも普通のことであった。後年には，その活動範囲が納税組合や信用組合の設立にまで及ぶ地
域もあった（19）。無論，綱引きやエイサーなどの伝統的な村の祭りにも中心的な役割を果たしたこと
は言うまでもない。前章で述べたように，「夜学会」も青年たちによって組織・運営され始めていた。
どう考えても，退廃した「混乱時代」ではない。このような本土と沖縄の青年組織の性格の相違は，
1879年（明治 12）の琉球処分によって日本の行政区分の中に組み入れられて以来，1916年（大正 5）
に，青年会の役割が文部・内務省両訓令，次官通達に適合するように，「修養機関」（通俗教育・社会
教化）に限定されるまで続いた。この時期の沖縄の青年団体の特異な在り方は，建前上他府県と変わ
らなくなったはずの，ずっと後年の青年団体にまで影を落としている。その原因が，沖縄史特有の「旧
慣温存政策」による，旧習俗の継続に求められることは言うまでもない。その自治への参加や，風俗
改善運動，産業や納税への関わりは，次章で詳述する「間切村内法」（南島村内法とも呼ぶ）という，
「シマの掟」に基づいて執行されたものである。夜学校がシマ（集落・字）ごとに組織されたように，
各シマで青年団体の呼称も，活動内容も，年齢層も異なっていた。沖縄の青年団体は，どこまでもシ
マ社会に根ざした自然発生的な土着的存在であった。ちなみに，田沢の時代区分でいう，第二期の「日
清戦争から日露戦争までの復活時代」には，沖縄でも青年団体のなかに「青年会」を名乗る団体が
多くなりはじめ，「若者による村落自治的機能と青年会ないし青年団との分離併存」という状態にな
る（20）。
年齢のことにも触れておこう。沖縄の青年団体の大きな特徴のひとつに，青年団体の年齢層の幅の
広さがあげられる。「15才から 24,5才（あるいは 30才，37才，40才）の者をさしていたようである。
また地方によっては，青年に限らず士族ならば「二才」といっていたようである」（21）。数百ある沖縄
のシマのなかには，年配者が中心になった例もあったかと想像できる。年齢階梯制と呼ぶにはかなり
緩やかな組織である。民俗学者である瀬川清子に，「成年式から婚姻までの未婚の若者層と，既婚者
である壮年層との区別が強く打ち出されていないという状態を想像してみなければならないわけであ
る。本土でみるような青年型の若者組や青壮年型の若者組という組織が発達していないのである。未
婚の若者仲間でも，本土の若者組の中でみるような年齢階層の意識が鮮明でない」（22）とまで言わせた
根拠も，その年齢階梯制の緩やかさにある。しかし，留意すべきは，瀬川の指摘したことが該当する
ようなシマも存在するかもしれないが，そうでないシマも多いはずである可能性である。特に，その
後半部分に関しては問題がある。年長組の命令はやはり絶対だったことが多いからだ。また，間切村
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内法で縛られた村人の絆の強さも半端なものではなかったはずだ。
戦前，沖縄の村社会の実態を始めて学問の俎上に載せたのは，1925年に出版された佐喜真興の『シ
マの話』が最初である。現在の宜野湾市新城のシマを分析したものであるが，そこでは，「島の政治
は男子によって行はれた。島の男子の間には，年齢による階級があった。即ち，若者組，主組，大主
組之である。若者組は更に Uttungwa（弟児）とWakamun-gashira（若者頭）に分れ，余の二階級の
命令を奉ずべきものとされ，殊に弟児に至っては如何なる賤務と雖も長上の命とあれば拒むことがで
きなかった」（23）と述べられている。シマごとの相違が大きかったのではないだろうか。
ちなみに，二才揃（佐喜論文では若者組）を出た後は与
クミズリー
揃（同じく主組）と呼ばれる戸主会に入る
ことになるが，この戸主会は，江戸時代の「五人組制度（相互監視システム）が薩摩経由で入ってき
たものと考えられている。二才頭という統率者も，多くのシマでは与ごとに置かれた。二才揃が「青
年会」へと置き換わったように，この与揃（主組）は近代以降は「向上会」と名前を変えることが多
かった。
それでは，「二才揃」などの自然発生的青年集団が，どのように変化して「青年会」と生まれ変わっ
たのであろうか。その変遷過程を辿る手がかりは多くない。沖縄史上で初めて「青年会」の名称が
使用されたのは，1890年（明治 23）の東京留学中の学生たちによる「沖縄青年会」である。玉木園
子はこの集団だけでなく，1899年（明治 32）設立の名護青年会や 1902年（明治 35）設立の国頭郡
青年会も「学生会的なもの」と位置づけている。そして，全国他府県同様，日露戦争終結の年である
1905年（明治 38）から翌年にかけて，続々と夜学会を主たる活動とする青年会が生み出され，それ
を統合し指導する組織として，1906年（明治 39）の島尻郡青年会をはじめとする上部団体が設立さ
れて行く過程を論じている（24）。
また，山城千秋は次のように述べている。「沖縄における青年集団の形成過程は，未だ十分に究明
されていない点が多い。その一因として『若者のかかる集団が村落の自治組織のなかに組み込まれ，
それゆえに潜在的な様相を呈している』からではないかという指摘がある」（25）。筆者が調べた限りに
おいても，二才揃等自治を担う伝統的青年団体と社会教化に力点がおかれた近代的青年団体が同時並
列的に存在していたような記述や，地域誌の社会教育の項目ではなく，村政を扱った頁に二才頭とお
ぼしき役職が見つかった。
「青年団またはニーセータ（十五歳から四十歳までの男子）は，葬式，ハルスープ（原山勝負），あ
るいはむらの年中行事の実質的担い手として働き，またむらの風紀取締り，夜警を担当している」（26）。
佐敷村の字である宇佐敷と屋比久の例である。
嘉手納町史にも，近代の青年団のなかに二才頭が置かれていた例がある。「青年団は，十五歳から
二十五歳までの男子青年で組織されていた。その主な活動は，エイサーや奉仕活動であった。青年団
にはニーセー頭がいて，各組に連絡役として代表者が置かれていた」（27）。
青年団と呼ぶ以上，旧慣温存期ではなく，日露戦争後の近代的青年団であるはずである。単に青年
団に昔の呼称が残っているだけで，大した意味はないと考える向きもあるだろうが，筆者はこれを旧
61旧慣温存期における沖縄の青年団体（井谷）
来的な「村落共同体の母斑」と見なし，軽視できないと考えている。
また，『津堅島の記録』には，「戦前の部落行政（1）役職」という項目に，以下の記述が見つかった。
これも二才頭のことであろう。
「カシラ（二人）……学校卒業後一ヶ月間給仕をする。 
　組ガシラ……各組一人一年交替。区から各家庭への連絡。区費の徴収」（28）。
青年会の誕生過程には，①　以前からの二才揃等からの変身　②　伝統的青年団体を糾合したと思
われるもの　③　以前からの団体とは無関係に，近代的意識を持った青年たちによって作られたも
の　と三つのパターンがある。②の例としては，座間味村の各シマ（字）の伝統的青年団体が，先ず
「合同字民団体」としてまとまり，それが 1916年（大正 5）に青年会という名に改めた例（29）が典型
である。③の例としては，玉木論文で「学生会的」と呼ばれた名護青年会や，結婚式後の数日間，大
勢の客と遊郭に篭って騒ぐ悪習を矯正するため，自主的に若者たちが組織した前島青年会が挙げられ
る（30）。①の例が多かったと予想されるが，例えば金武村青年会の「活動を実質的に行うのは各字青
年会であり，それを学校職員・役場吏員が指導」といった組織のあり方がそのことを示唆していると
筆者は考える（31）。
４．間切村内法と青年団体
沖縄の青年団体がシマ（字）を基盤にしたものであることは，別に旧慣温存期や琉球王国の昔の話
だけではない。戦後，自然発生的に青年会が再開される姿もまた，シマ（字）という共同体の枠組
みの強さを現している。戦後沖縄の青年会は，本土から輸入された「戦後民主主義」や占領軍の進歩
的政策と関係して形成された訳ではない。沖縄諮詢委員会のなかでは，青年団否定論が多かった（32）。
戦後の青年会は，その多くが米兵の暴力から身を守るための自警団的組織として始まった。『北
チャタン
谷町
史』は，その様子を次のように描いている。「北谷に，戦後の青年会の前身ともいうべき警防団が結
成されたのは 1947年（昭和 22）3月であった。村民が各収容地から帰村が許可されてから五ヶ月後
である。警防団は各居住地域（部落単位）ごとに自発的に結成されたものである。……（中略）……
なかには不良外人もいたので婦女暴行，放火などの事件がひんぱんにおこるようになった。……（略）
……しかしながら当時桃原区には警察官駐在所はあるものの数人の警察官しか配置されてなく，この
ような非常時における治安維持にはほとんど無力であった。そこで住民は自警手段を講ずるほかはな
いということで，いやおうなく青年層の立ち上がりが要望されたのである」（33）。結成当初は，外人と
の間に乱闘や睨み合いが絶えなかったという。
小林平造も次のように書いている「1946年 6月頃までに部落青年会が自然発生的に形成されていっ
た。……（中略）……この部落における青年会は，①食糧を産み出すための荒撫地解消と，砲弾の処
理・白骨の処理を行い，さらには②外国軍隊の傷害，暴行から身を守るための治安維持の役割を担っ
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ていた」（34）。
山城千秋は，集落・シマ社会ごとに青年会が存在していることが今でも沖縄県の青年団体の大きな
特徴であり，市町村段階には青年団が無くても各シマには必ず青年会が存在する現状を論じている。
即ち，「県や市町村の上部組織がたとえ弱体化しても，字青年会がシマ社会という基盤をもち続ける
限り，沖縄の青年会自体に大きな変化をもたらさないことを意味している」（35）と述べている。私たち
は，沖縄に調査・研究に出かけた際，現地の人の声を聞くために各集落の立派な公民館にお世話にな
ることが多い。また，各字が「字誌」と称する分厚い集落史料（多くは神話・伝説から民俗に至る膨
大なもの）を競うように作成しているのも沖縄だけの現象である。
沖縄社会のこのシマ社会の強い結合力を維持するために，「間切村内法」が存在した。無論，かつ
ての琉球王国にも体系的な「王府法」が存在し，殺人や謀反などの大きな事件は，裁判所（平等所
（ヒラジョ），八重山・宮古の場合は地方裁判所にあたる小与座（コクミザ））で裁かれてきた。また，
国家社会の安全を揺るがすような大事件に対しては，今でいう閣議にあたる評定所で裁いた（36）。し
かし，日常的な事件や農村生活を統制していたのは，基本的には不文律のこの内法だった。法の実態
がある程度明らかにされているのは，1885年（明治 18）に県が各間切に届け出を命じて成文化され
たからである。真境名安興は『沖縄一千年史』（全集所収）でこう規定している。「民事，行政法規な
どを混合したる間切村内法と称するものあり。其の規定する所は，農務，林業及び風紀，納税などの
取締に関するものにて，畢竟隣祐相警戒し自ら制裁を附せるものとす」（37）。原則として，全住民の集
会である「村揃い」で基準を協議して決定した。それを「村吟味」と呼んだ。王府法よりもずっと古
い法であり，自然発生的なものであるが，18世紀には間切吏員と各シマで協議して執行されるよう
になった。法は間切ごと・シマごとに定められるゆえに，内容もそれぞれ異なっている。だがある程
度共通する部分でいえば，制裁には科銭，科米，科松（私費で山に木を植えること。），日晒（枷号），
所払い（村からの追放），科鞭などがあるが，身体への危害に関しては，さすがに明治中期には禁止
されたようだ。いずれにしても，科銭や科米・所払い等が国家の有する司法権を侵害するものである
ことは，いうまでもない。しかし，こういった制裁（特に科銭）が太平洋戦争後まで十分に作用して
いたことは，諸文献によって確認できるだけでなく，筆者自身も，現地の多くの人々の口から聞くこ
とができた。（一例をあげると，読谷村元村長山内徳信氏（現国会議員）は，放し飼いにしていた鶏
が集会所の敷地に入り込んだため没収されてしまった体験を述べていた。また今帰仁のタクシー運転
手は，その鶏没収の例が戦後にも存在したことを語っていた。）
それが具体的に，どのような法であったかを瞥見しておこう。田村浩著『琉球共産村落の研究』（至
言社　1977）に取り上げられた大正 9年の所管警察署別内法処分事項別調である（38）。そこには，内
法違反として科銭された事例が表にして列挙されている。たとえば，毛遊びをなして処分された者は
全県で 25人，甘藷を盗んで食べた者は 449人，共同井戸を汚した者 35人，男女夜間道路その他にて
遊びたる者 11人，「生徒ヲ無届ニテ欠席サセタル者」21人。
これらの者が「処分」されるのは，例えば以下のような内法によってであった。1919年（大正 8）
63旧慣温存期における沖縄の青年団体（井谷）
に改定された「津波部落内法」中「原札取締内法」を瞥見してみよう（39）。
第三条　 本内法ノ執行ハ字青年会ノ責任トス但重大ナル事件アル場合ハ当字戸主ノ承諾ヲ得ルコ
ト　（傍線筆者）
第六条　 犯人ト認メタルモノニハ原札ヲ渡ス
第七条　 原札ヲ受ケ取リタルモノハ其ノ当日ヨリ次ノ犯人発見スル前日マデ一口ニ付キ科銭三十
銭宛納ムルベシ
沖縄も近代社会に入った大正 8年に，近代刑法・民法と抵触するこのような内法が堂々と，成文化
されていることは驚きである。そして，この部落の内法の執行者として位置づけられているのが
「青年会」である。前述したように，1916年（大正 5）以降は，文部・内務両省の訓令に基づいて，
青年会の役割は通俗教育・社会教化に限定されたはずである。しかし，一歩各シマの内部に入れば，
大昔から変わらない青年たちの役目が生きていた。旧慣温存期の沖縄の二才揃や青年会などの青年団
体が，村内法の執行者として重要であったことは言うまでもない。
だが，各地の村内法のうち，どの部分を青年たちが担っていたのかはシマごとに異なる。それぞれ，
二才揃が執行していた部分と，与揃（主組）つまり戸主会が担う領域の差異があるからだ。
しかし琉球王国時代から，どこのシマでもほぼ二才揃などの青年組織が担っていた内法も存在し
ている。嘉手納町内部の各シマの内法を挙げておく（40）。これは前近代から近代に至るまで，一貫し
て重要な青年団体の仕事であったはずだ。「他の村へ嫁ぐとき，その村にお金とお酒を納めさせた。
……（中略）……金二十円と酒一升を野里青年会へ納めた」（嘉手納）。「馬酒といって，他島（他字）
から嫁をもらうと，その字の青年団に泡盛一升を贈った」（屋良）「他字に嫁ぐときに馬酒代として，
金 3円を青年団に納めた」（兼久）といった，婚礼や性にまつわる内法のことである。他にはシマの
外の若者が毛遊びのときにシマの女性と関係したときの罰金など，性に関係することはほぼ青年団体
が関与する仕事であった。毛遊びの禁止などの風俗に関する規制もこれに準じた。
では，このような根深いシマの内法や慣習は，一体どのような経過を辿って行ったのだろうか。そ
のことを示唆してくれる研究に，「字誌」を通じて，具体的な沖縄の公民館活動の歴史と様相を調査
している小林文人の論文が存在する。「集落は一つの自治組織としての制度・機構を持ち，それに必
要な『法制』を自治的に整備していることが明らかである。この場合の『行政』は，公的行政ではなく，
集落の自治『行政』の意である」として，国家実定法に基づく公権力の統治とは別次元の，シマの社
会的な自治・行政用語の存在を指摘している。「集落自治的な『行政』組織や相互規制・規範に関す
る成文法はきわめて多様である」「集落の行政規約だけではない。字の組織や団体や財産などをめぐっ
て一連の体系を持った集落『法制』が整備されている事例には驚かされる」（41）。南島村内法が，その
内容を変えながらも，現在では字の規約として生き延びている姿がそこにある。
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５．おわりに
十数年前に始まった全国的な「沖縄ブーム」は，民謡や舞踊など多岐に渡るが，戦前の沖縄文化へ
の蔑視や抑圧を乗り越えて，伝統的な沖縄文化を今日まで伝承して発展させてきたのは，青年団体の
功績が大きい。山城千秋は，各シマに於ける民俗芸能の青年会を表として網羅した後，次のように述
べている。「しかし，民俗芸能の伝承と創造が，青年のシマ社会に対する役割として歴史的に位置づ
いてきたが，青年会が消滅すると同時に民俗芸能も消滅する危うさももっている」（42）。事情は伝統
的な社会体育の分野（綱引き・爬竜船・空手・沖縄角力等）においても同様である。真栄城勉は「明
治初期・中期の庶民の年中行事の中で行われていた運動文化は，『労働からの解放としての娯楽的機
能』を保持し，かつ祭典儀式余興と結びついて村や字に継承されてきた。これは『二才揃』の若者集
団の介在によって運動文化としての伝統的競技が継承されてきたと推察せざるをえない」と述べてい
る（43）。日本の庶民文化の担い手が若者組であったこと自体は全国共通の現象であるが，現在でも二
才揃と同じシマ（字）単位で担われているところに，その自然発生性と歴史性の深さを見ることがで
きる。これまで「旧慣温存期」は，沖縄の近代化を阻んだ「遅れ」と捉えられることが多かった。し
かし，シマ社会が果たしてきた大きな役割に視線を向けるとき，そこには人間社会をバラバラにして
きた「近代」を超える鍵が潜んでいると考えることもできるかもしれない。戦前，伊藤野枝が伝統的
な沖縄農村社会に理想社会の影を見たように（44）。
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